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世
界
の
酪
農
乳
業
は
、
酪
農
製
品
の
輸
出

国
、
輸
入
国
、
あ
る
い
は
酪
農
の
先
進
国
、

新
興
国
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
牛
乳
乳
製
品
市
場
は
、
国
・
地

域
に
よ
っ
て
量
的
に
も
質
的
に
も
異
な
っ
て

お
り
、
そ
の
変
化
の
速
さ
の
違
い
は
酪
農
乳

業
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
世
界
91
カ
国
の
研
究
者
が
協
力
し
、
酪

農
乳
業
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
つ
づ
け
て

き
た
I
F
C
N
（International Farm

 
Com

parison N
etw

ork

）
は
2
0
1
2
年

10
月
、
世
界
の
生
乳
生
産
量
・
処
理
量
、
乳

業
の
動
向
、
生
乳
生
産
コ
ス
ト
等
に
関
す
る

最
新
デ
ー
タ
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
に
お
け
る
世
界
の
生
乳
生

産
量
（
水
牛
乳
を
含
む
。
以
下
同
）
は
、

７
億
8
7
0
万
ト
ン
で
し
た
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
酪
農
家
が
自
家
消
費
し
た
量
と
消
費

者
に
直
接
販
売
し
た
量
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

実
際
の
生
乳
処
理
量
は
そ
の
60
％
程
度
に
相

当
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
の
世
界
ト
ッ
プ
５
は
、
イ
ン

ド
（
１
億
2,
1
2
0
万
ト
ン
）、
米
国

（
8,
9
0
0
万
ト
ン
）、
パ
キ
ス
タ
ン

（
3,
5
6
0
万
ト
ン
）、中
国
（
3,
7
4
0
万

ト
ン
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
3,
3
0
0
万
ト
ン
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
業
者
が

処
理
し
て
い
る
生
乳
量
の
世
界
ト
ッ
プ
５

は
、
米
国
（
8,
8
5
0
万
ト
ン
）、
中
国

（
3,
2
8
0
万
ト
ン
）、ド
イ
ツ（
2,
9
3
0
万

ト
ン
）、
フ
ラ
ン
ス
（
2,
4
7
0
万
ト
ン
）、

ブ
ラ
ジ
ル（
2,
2
5
0
万
ト
ン
）の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

2
0
1
1
年
に
お
け
る
生
乳
処
理
量
の

世
界
ト
ッ
プ
５
乳
業
者
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
のFonterra Co-operative Grop

（
生

乳
処
理
量
2,
1
6
0
万
ト
ン
、
世
界
シ
ェ

ア
3

・

0
％
）、
米
国
のDairy Farm

ers   
of Am

erica

（
1,
7
1
0
万
ト
ン
、
2
・

4
％
）、
フ
ラ
ン
ス
のGroupe Lactalis

●
主
要
20
カ
国
の
生
乳
生
産
量
と
処
理
量

●
世
界
の
大
手
乳
業
者
の
動
向

2
0
1
1
年
の
世
界
の
酪
農
乳
業

（
1,
5
0
0
万
ト
ン
、
2
・
1
％
）、
ス
イ

ス
のN

estle

（
1,
4
9
0
万
ト
ン
、
2
・

1
％
）、米
国
のDean Foods

（
1,
2
0
0
万

ト
ン
、
1
・
7
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
のArla Foods

（
1,
2
0
0
万
ト
ン
、

1
・
7
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
２

参
照
）。

　

注
目
す
べ
き
動
き
と
し
て
は
、Lactalis

（
フ

ラ
ン
ス
）
とArla Foods/M

UH
/M

ilkLink

（
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
が
、
経

営
統
合
や
企
業
買
収
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ

を
上
昇
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

Bongrain SA

（
フ
ラ
ン
ス
）
とGlanbia

（
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
）、W

isem
an

（
イ
ギ
リ
ス
）

を
企
業
買
収
し
たM

uller

（
ド
イ
ツ
）
が
新

た
に
上
位
20
社
に
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。

no. 国名 生乳生産量（百万トン）生乳処理量（百万トン）

1 インド 121.2 20.5

2 米国 89.0 88.5

3 パキスタン 35.6 1.1

4 中国 37.4 32.8

5 ブラジル 33.0 22.5

6 ドイツ 30.3 29.3

7 ロシア 31.7 16.4

8 フランス 25.3 24.7

9 ニュージーランド 18.9 18.9

10 イギリス 14.1 13.8

11 オランダ 12.0 11.6

12 トルコ 12.8 7.1

13 ポーランド 12.1 9.0

14 アルゼンチン 12.0 10.7

15 イタリア 11.6 10.8

16 メキシコ 11.1 7.7

17 ウクライナ 11.1 4.6

18 オーストラリア 9.6 9.3

19 イラン 9.7 7.3

20 カナダ 9.2 8.8

世界計 708.7 453.2

表 1　世界トップ 20カ国の生乳生産量・処理量

ボ イ ス

パパ

ママ

たろー
はなちゃん

パグもん

モモらぶ

ばぁちゃん

日本酪農の
最前線の話題を

ご紹介

じぃちゃん



28M I L K  C L U B  V o l . 9 729 M I L K  C L U B  V o l . 9 7

１
年
後
に
迫
っ
た

ワ
ー
ル
ド
・
デ
ー
リ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
横
浜

　

Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｎ
は
2
0
0
0
年
以
降
、
世
界

51
カ
国
か
ら
生
乳
生
産
コ
ス
ト
に
関
す
る
情

報
を
集
め
、
そ
の
動
向
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ス
ト
分
析
で
は
、
わ
が
国
の
「
生
産

費
調
査
」
と
同
様
に
、
家
族
労
働
、
自
家
所

有
地
、
自
己
資
本
な
ど
を
機
会
費
用
と
し
て

加
え
、
子
牛
、
廃
用
牛
、
堆
肥
な
ど
の
副
産

物
販
売
額
と
農
家
直
接
支
払
い
の
補
助
金
を

減
じ
、
各
国
の
平
均
コ
ス
ト
を
試
算
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
試
算
結
果
を
も
と
に
、
生
乳
生
産
コ

ス
ト
の
水
準
に
応
じ
て
、
各
国
は
次
の
よ
う

な
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
乳

1
0
0
kg
当
た
り
30
米
ド
ル
以
下
の
グ
ル
ー

プ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
な
ど
中
央
ア
フ
リ
カ
諸
国
。
40
米
ド
ル

以
下
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ

ト
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東

欧
諸
国
、
ロ
シ
ア
。
50
米
ド
ル
以
下
は
、
米

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

モ
ロ
ッ
コ
、チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
す
（
図
１
参
照
）。

2
0
1
1
年
に
お
け
る
生
乳
1
0
0
kg
当

た
り
生
産
コ
ス
ト
は
、
前
年
に
比
べ
て
世
界

平
均
で
約
５
米
ド
ル
上
昇
し
ま
し
た
が
、
そ

の
第
一
の
原
因
は
飼
料
価
格
の
高
騰
、
第
二

は
酪
農
新
興
国
に
お
け
る
労
賃
の
高
騰
、
第

三
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化
学
肥
料
の
高
騰
で
し

た
。
2
0
1
2
年
は
、
飼
料
価
格
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
騰
に
加
え
、
世
界
的
な
農
地
取

引
の
活
性
化
（
地
価
の
上
昇
）
に
よ
り
、
生

乳
生
産
コ
ス
ト
は
約
５
％
上
昇
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
の
乳
の
祭
典
」
と
言
わ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
・
デ
ー
リ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
が
2
0
1
3

年
10
月
28
日
か
ら
の
５
日
間
、横
浜
市
み
な

と
み
ら
い
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。国
内
の

酪
農
家
を
始
め
大
勢
の
酪
農
乳
業
関
係
者
が

参
加
し
、世
界
各
国
・
地
域
か
ら
訪
れ
る
酪

農
乳
業
関
係
者
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
、

主
催
者
の
国
際
酪
農
連
盟
日
本
国
内
委
員
会

が
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
1
9
5
6
年
に
国
際
酪
農
連

盟（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
に
加
盟
し
て
以
来
、過
去
２

回（
1
9
7
2
年
：
東
京
、1
9
9
1
年
：

東
京
）に
わ
た
り
Ｉ
Ｄ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
・
デ
ー

リ
ィ
・ 

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。わ
が
国
が
ホ
ス
ト
国
と
な
り
開

催
す
る
2
0
1
3
年
横
浜
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
”Rediscovering M

ilk

“（
乳
の
再

認
識

－

母
な
る
大
地
か
ら
の
贈
り
物
）
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、も
う
一
度
、乳
の

本
質
的
価
値
を
見
つ
め
直
し
、酪
農
産
業

が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決
糸
口
を
世

界
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

と
く
に
、10
月
30
日
午
後
に
開
催
さ
れ
る

「
酪
農
政
策
・
経
済
特
別
講
演
会
」で
は
、わ

が
国
の
酪
農
家
や
酪
農
団
体
の
代
表
に
よ
る

講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
講
演
会
は
、世
界

の
酪
農
乳
業
の
基
本
的
な
動
向
や
特
徴
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、主
要
な
酪

農
国
・
地
域
の
酪
農
乳
業
政
策
の
変
化
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、世
界
各
国
・
地
域
の
酪
農
乳
業

が
直
面
し
て
い
る
多
様
な
課
題
に
つ
い
て
共

通
の
理
解
を
得
る
た
め
に
活
発
な
議
論
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は
多
様

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、基
本
的
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
に
お
け
る
酪
農

乳
業
が
消
費
者
や
社
会
な
ど
に
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
基
本
的
な

問
題
と
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
の
発
展
は
、直
接
的
に
酪
農
の
経
営

基
盤
や
乳
業
の
経
済
的
基
盤
を
確
保
す
る
と

同
時
に
、生
産
資
材
の
供
給
や
牛
乳
・
乳
製

品
の
流
通
・
販
売
と
い
っ
た
ミ
ル
ク
チ
ェ
ー

ン
を
構
成
す
る
事
業
者
の
経
済
的
発
展
を
促

し
、多
く
の
雇
用
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、牛
乳
・
乳
製
品
は
食
生
活
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
食
文
化
に
影
響
を

与
え
、重
要
な
食
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、牛
乳
・
乳
製
品
は
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
て
お
り
、と
く
に

学
校
給
食
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

国
・
地
域
に
よ
っ
て
は
、酪
農
は
飼
料
生

産
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、農
地
・
草

●
横
浜
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
“R

ediscovering M
ilk

”

地
の
維
持
、景
観
を
含
め
た
農
村
の
生
活
環

境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。乳
牛
と
い
う
動
物

の
出
産
に
支
え
ら
れ
た
生
命
産
業
で
あ
る
酪

農
は
、広
く
教
育
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、経
済
・

地
域
発
展
・
栄
養
・
文
化
な
ど
の
視
点
か
ら
、

酪
農
乳
業
の
価
値
と
役
割
を
再
発
見
す
る
た

め
の
論
点
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、こ
れ
ま

で
の
活
動
や
成
果
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
て
、酪
農
産

業
の
価
値
の
再
発
見
に
つ
い
て
座
長
が
論
点

整
理
と
と
も
に
問
題
提
起
を
行
い
、パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。酪
農
産

業
の
価
値
や
役
割
を
再
発
見
す
る
た
め
の
取

り
組
み
や
多
様
な
視
点
か
ら
の
酪
農
産
業
の

価
値
・
役
割
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、今
後
、酪
農
産
業
が
担

う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、酪
農
生
産
の
現
場

の
視
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、同
日
の
夕
方
に
は
、世
界
の
酪
農

家
が
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
、「
酪
農
家
が

集
う
会
食
」の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

酪
農
の
価
値
を
再
発
見
す
る
た
め
の
議
論
は
、

厳
し
い
生
産
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
各
国
・

地
域
の
酪
農
生
産
者
に
、将
来
の
酪
農
の
方
向

性
を
示
唆
し
、新
た
な
挑
戦
へ
の
力
を
与
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
酪
農
乳
業
が
担
う
べ
き
多
様
な
役
割

●
上
昇
す
る
生
乳
生
産
コ
ス
ト

資料：IFCN作成資料

表 2　世界トップ20の乳業（2011年）

図 1　世界各国（地域）の生乳生産コスト

世界の酪農

no. 乳業者名 企業国籍 主要工場立地 生乳処理量
（百万トン）

世界シェア
（％）

1 Fonterra Co-operative Group ニュージーランド 世界各国 21.6 3.0
2 Dairy Farmers of America 米国 米国 17.1 2.4
3 Groupe Lactalis（Parmalat） フランス 世界各国 15.0 2.1
4 Nestle スイス 世界各国 14.9 2.1
5 Dean Foods 米国 米国 12.0 1.7
6 Arla Foods/MUH/Milk Link デンマーク・スウェーデン デンマーク・スウェーデン・イギリス 12.0 1.7
7 FrieslandCampina オランダ オランダ・デンマーク 10.1 1.4
8 Danone フランス 世界各国 8.2 1.1
9 Kraft Foods 米国 世界各国 7.8 1.1
10 DMK ドイツ ドイツ 6.9 1.0
11 Saputo Inc. カナダ・米国 カナダ・米国・アルゼンチン 6.3 0.9
12 Glanbia Group アイルランド 世界各国 6.0 0.8
13 Land o' Lakes Inc. 米国 米国 5.9 0.8
14 California Dairies Inc. 米国 米国 4.6 0.6
15 Untermehmensgruppe Theo Muller ドイツ 世界各国 4.4 0.6
16 Groupe Sodiaal フランス フランス 4.1 0.6
17 Mengniu Dairy Company Ltd. 中国 中国 4.1 0.6
18 GCMMF（Amul） インド インド 4.0 0.6
19 Yili Group 中国 中国 4.0 0.6
20 Bongrain SA フランス 世界各国 3.6 0.5

合計 172.6  23.6

MILK MILKMILK MILKMILK

ボ イ ス
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研
修
会
２
日
目
は
午
前
に
２
題
、
午
後
に

１
題
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
１

題
目
は
、
本
会
議
の
寺
田
繁
管
理
課
課
長
に

よ
る
「
不
足
払
い
法
の
概
要
・
国
内
生
乳
生

産
を
め
ぐ
る
情
勢
と
指
定
団
体
職
員
の
役

割
」
で
、

①
不
足
払
い
法
制
定
の
経
緯

②
旧
不
足
払
い
法
の
概
要

③
現
行
の
補
給
金
制
度
の
概
要

　

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
重
大
学
大
学
院
生
物
資
源
学

研
究
科
の
石
田
正
昭
特
任
教
授
に
よ
る
「
協

同
組
合
組
織
と
農
協
職
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
」
と
題
す
る
講
義
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
石

田
教
授
は
、１
日
目
の
多
木
教
授
に
よ
る「
農

業
協
同
組
合
法
の
解
釈
」
を
中
心
と
す
る
講

義
を
踏
ま
え
て
、

①
協
同
組
合
の
設
立
経
緯
と
そ
の
特
質

②�

日
本
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
の
歴
史
と

農
業
協
同
組
合
の
発
展
過
程

③
協
同
組
合
組
織
の
現
状
と
課
題

④�

組
合
員
・
役
職
員
教
育
と
協
同
組
合
の
発

展
可
能
性

　

な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
本
会
議
の
寺
田
繁
管
理
課

課
長
に
よ
る
「
不
足
払
い
法
を
踏
ま
え
た
指

定
団
体
運
営
上
の
留
意
点
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
題
す

る
講
義
が
行
わ
れ
、

①
不
足
払
い
法
に
お
け
る
指
定
団
体
制
度

②
指
定
団
体
組
織
の
概
況

③
乳
製
品
輸
入
の
国
境
措
置

④
国
内
農
業
に
お
け
る
酪
農
の
位
置

⑤
わ
が
国
酪
農
の
現
状
と
課
題

　

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
平
成
24
年
10
月
23
日
と
24
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
平
成
24
年
度
指
定
団
体
及
び
会
員

組
織
・
全
国
機
関
職
員
基
礎
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
全
国
の
関
係

団
体
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
１
日
目
は
、
小
樽
商
科
大
学
商

学
部
企
業
法
学
科
の
多
木
誠
一
郎
教
授
に
よ

る
「
農
業
協
同
組
合
法
の
概
要
と
組
織
運
営

Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
の
冒
頭
、
指
定
団
体
の
職
員
は
「
農

業
協
同
組
合
法
」
の
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ
い

て
全
く
の
規
制
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
理
事

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
組
合
が
行
う
取
引
が

適
法
で
あ
る
か
否
か
を
実
際
に
判
断
す
る
の

は
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
は
職
員
に

と
っ
て
も
深
い
関
係
が
あ
り
、
同
法
を
学
ぶ

こ
と
は
職
員
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、「
農
業
協
同
組
合
法
」

に
つ
い
て
、

①�

農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
法
の

特
徴

②
組
合
の
事
業

③
組
合
員
・
会
員

④
組
合
の
自
治
法
規

⑤
機
関

⑥
総
会

⑦
理
事

⑧
理
事
会

⑨
代
表
理
事

⑩
理
事
と
組
合
・
会
員
・
第
三
者
と
の
関
係

⑪
監
事

⑫
組
合
の
財
務

⑬
決
算

　

な
ど
の
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
の
中
で
は
、
同
法
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、「
協
同
組
合
は
儲
け

て
も
よ
い
の
か
」、「
現
在
の
会
員
の
平
均
出

資
額
の
引
受
け
を
加
入
の
条
件
と
す
る
こ
と

は
で
き
る
か
」、「
協
同
組
合
で
は
１
組
合
員

１
議
決
権
は
絶
対
的
か
」、「
会
員
数
が
10
名

程
度
の
農
協
連
合
会
に
理
事
会
は
必
要
か
」

な
ど
、
随
所
で
具
体
的
な
事
例
が
設
問
形
式

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
農
協
法
と
指
定
団
体

●
不
足
払
い
法
と
指
定
団
体

全
国
の
指
定
団
体
等
職
員
が
基
礎
研
修
会
に
参
加

ボ イ ス


